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一 総括 と展望 一












































国 会社数 工場数 職 場 数 。種 類 労働者数




















ス ウ ェー デ ン 1 1 連   鋳 4
ブルーミング 3
熱   延 6
109




















ユーゴスラビア 熱   延 3 105
英 国 分 塊 2 163







36             名古屋学院大学研究年報
日本の鉄鋼労働者の評価が高いのは,労働の内的体験にかかわる諸項目であ
る。まず,表2にみられるように能力開発およびその活用に関しては, 日本に
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し, 1～2割強のレベルにとどまる他の 7ヶ国を引き離 している (表3)。この
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オーストリア 15.64.1 2.5 77.8
フィンランド ll.44.5 7.6 76.5
スウェーデン 21.11.8 0.9 76.2
フ ラ ン ス 17.58.2 7.2 67.1
西 独 21.34.4 1.5 72.8
ゴ 20.02.9 8.6 68.5
英 国 14.76.7 8.0 70.6








































役 付 と の 食 事
役付との旅行やスポーッ
役 付 か ら の 招 待








(注)加重平均値 (|1本の欄)3点:しばしば、 2点:まれに、 1点:まったくない
一― :|1本に比べ頻度が非常に少ない、一 :やや少ない、十 :やや多い








































オーストリア 1.2 0.4 3.7 26.233.634.8 3.9
フィンランド 3.0 0.7 7.6 45.539.4 3.8 3.3
スウェーデン 1.8 0.9 3.7 26.655.011.9 3.7
フ ラ ン ス 4.1 4.1 6.2 19.6 47.4 18.6 3.6
西 独 0.0 0.7 3.7 32.431.631.6 3.9
こと ゴ 0.0 0.0 4.8 40.045.7 9.5 3.6
英 国 2.5 4.3 11.0 39.928.8 13.5 3.3
ll 本 0.5 3.2 16.6 47.927.6 4.1 3.1
(注)平均値の内容は、「非常に満足」5点～「非常に不満」 1点である。








オース トリア 7.4%17.2 34.8 25.4 11.5 3.05
フィンラン ド 17.5 25.2 42_7 10.7 2.4 2.51
スウ ェーデ ン 2.8 22.9 38.5 30.3 4.6 3.08
フ ラ ン ス 29.9 14.4 26_8 18.6 4.1 2.34
西 独 11.0 22.1 33.1 22.8 10.3 2.97
二L ゴ 1.9 18.1 34.3 37.1 8.6 3.32
米 |:」 21.5 26.4 28_2 14.7 5.5 2.45





























オーストリア 0.073 826.23.367 627.92.063 930.30.449 648.4
フィンランド 0.050 848.50.839.457.60.053 843.90.043.954.5
スウェーデン 0.059.638.500 38 560.60.067 028.40.061.533.9
フ フ ン ス 4.159 828.921 59.828 93.159 824 73.167.018.6
西 独 1.561.836.829 52.943 40.748.548 529 33.163 2
ゴ 54.345.70.044.854.310 16.283 800 26 72.41.0
英 国 1.262.636.21.252.844 81.837 457 718 35.062.0
日 本 0.928.69.62.331.365.921848.847.918 32.765.0
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33 72.119.30.858 637 31.670.125.4
2.353 840.20.868 25 80.030.367.4
1.864.26.60.056.940 40.044.049.5
13.446 417.58.267 017.50.051.536.1
51 55 135.32.254 42.60.755.143.4
15280 03.835.264 80.028.671 40.0
14151.529.42.571824.50.646.052.1
51 50 742.90.034.165.90.543 355.3

































































































(4)鉄鋼労連・労働調査協議会編 [1980]『鉄鋼産業の労使関係 と労働組合』Fl本労働協会 ,
4ペー ジ。
調   査   名 実施ll,期対象人員(繁効「1畿) 発表時期
意 識 調 査
意 識 調 査
賃金 と生活について
の意見 と要求
関 連 組 織 調 査
意  識  調  査
新鋭製鉄所組織調査
意  識  調  査
組合活動 を中心 とし
た意識調査





























































































69 鉄  鋼 26.9 52.5 19.60.9
71 り|1  鉄 22.4 60.7 15.61.4



























74新日 鐵 16.144.0 29.15.9 4.9
79新日 鐵 14.851.5 26.95.0 1.8


















































































































































































































































































































38 07_724 850.16417 7041 59.835 6
1.612.258 51741035.5
32 2628534.640 458 10.714 510236 
33 130 89711133152
42 890 1061366.830 8
21.928 98 61 8127.42 18125.640 0
38 4501033513 932 5
41 6571102.29432 3
34 46110511613 635 4
33 86511015216132 6
38.77811 19312.729 8

















































































































































































































































































































































































71 月1 鉄 2.0
76 り|1 鉄 2.5
























































































81 鉄   鋼
食  4i  活
衣  ′li  活
の レジ ャ
住 宅 事 情
通 勤 事 情
耐 久 消 費 財
子 供 の 教 育
自 分 の 健 康
3.7
(余暇と生活)








老 後 へ の 備 え
地域の1矢療事情
賃 金 水 準









カラー)に「苦 しい」層が多く (45.5%),年齢別にみると30才台 (46.0%)
74 新 ll 鉄 79 新 |1 鉄




















































8.026.320.17.917.910.645.826.51363.5 64.1 31 6
72.5 23.9
3.326.523.230 430 4 56 7 38 0
2.534.620.733 833 83.244.733.71335.1 61 3 17 3





1610 026.822.322.33.944 35.013.13.7 19.7 74_7
1.513.427.922.322.31826 137 130.94.1


















































'69 鉄鋼 0.9 7.2 50.528.611.2 1.2 0.3
'73 鉄鋼 0,7 7.049.730.29.0 1.7 1.7

















































































総  計 4.1 55.232.67.2 0.9
性
=」
男 子 計 3.653.534.47_4 1.1




技 術 職 2.951.536.68.9 0.1

































































































































































表22 職場における不満・不安(81年鉄鋼)   表23 労働組合としてとりくむべき課題(81年鉄鋼)
中小% 大手;ilの回答多数順位 中小計
A、 要員不足 と仕事の きつ さ














































































































































りII   鉄
71川鉄 76川鉄
大 い に ,両 足
あ る程 度満 足
や や 不 満









大 い に 満 足
あ る程 度満 足
や や 不 満
大 い に 不 満














大 い に 満 足
あ る程度満足
や や 不 満
大 い に 不 満









れるとみるものが8割に上つてい   表25 組合決定にあたり重視される意向













N  A 9.2
出所 :鉄鋼労連・労働調査協議会編[1980]『鉄鋼産





































































































39 5 132 80 9.4 7.7賃金配分への不満
39.6 16.2 57 13 7 31昇進・昇格への不満
29.3 105 17 4 173 5.2要員配置への不満
残業への不満 25.4 15.3 23.9 109 1.5
残業量への不満 23.3 12.8 23 9 15.5 1.7
11作業方法への不満 176 10.8 33 2 16.5
賃金に関する不満 40 7 32 2 6.5 98
昇進・昇格への不満 48 1 25 9 12.0 27
要員や応援配転への不満 28.3 35.9 16 7 81
34 8 35.5 13 1 4.8残業や休日・体暇への不満
27.8 37.5 198 3.5作業量への不満






















































25 028 834.228 9
12 5 16 612.4 138
96 149113 106
10 2 12697 12 0
107 71 10_4 73
10_2 74 8.2 60
9.3 61 6.2 77
6_7 45 37 58
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運 輸 ・ 通 信 業




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9 3 186274 9 1 6 0 39 9 2 1 2 7 031 5170384 7 311 1 0 2 11 0 1 137511921 5 3 812 5 4 6151 3 3 8 2
38 11 632 516 1 9 2 4 2 7 7 0.6 9.020613926 7 8 9 9 5 0 1 11 0 2 8400 7 6192 1 7 7 6 5 2 161 5 9 122
92187 62 90 62101 46 67300157242 58 65 … 97 67228111141 25 37 12171 37108
8,108301 55 56 52 79 12 6835319'473 58163 05 70 52354138192 41 90 26178 21 59
152 16 5 17 5 7 8 10 1 9 0 10 5 2 4 8 930 5 14 020 2 4 021 1 0 2 15 1 5.530 6 6 7 18 8  1 8 3 9  1.5 18 1  6 4 12 1
751152895245488.415603081743994313.70.711.0388602472326410.0242323481



















第一に,大手についてはほ       表32 仕事のやりがい























































系 にお い て その 度 合 いが大 き  (注)88年調査は男女計



















































































































































































































































































































9 0 22.7 40 0 22 1  5 4
5.6 13 0 42.6 26 6 11.7
6 7  7 2 30 6 22 8 30 7
11919.6295276109
6 0 15 3 38 1 32 8  7 5
4 1 12 3 36.4 33 3 13 2





9 1 20 5 42 8 20.5  6 3
6 8 15 3 42 1 22.8 12 2
11_6 7632419()272
129192357260 59
7 2 20 8 38 4 27 3  6 1
6.6 15 3 35 8 3()7 11 0






1()9 29 7 43 1 11 6  3
8 3 21 4 46.()15 6  7







2 39 2 12 3  4 7




3 1  9.1 41 3 26 9 18 6
4 7  5_7 32.7 19 3 35.2
65 9826838617.6
2 0  9 0 29 9 39 4 19.5
2 4  7 3 27.1 36 7 25.8
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? 50.0  15.6   2
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6.0    11.1    32.3
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(26)神代和欣 [1959]「第 1篇第 1章 能率給と管理組織一M鋼管K製鉄所圧延職場の事






























































交 渉 機 構
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中 央 労 使 協 議 会
交渉 。協議


















































































































































































































































































































































































































































































戦後 50年を迎えた今日,鉄鋼の労使関係 と労働組合運動の歴史を,戦後 50
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は,「生産性の向上のパイ」の分け前にあずかれる高度成長あるいは安定成長
下である。減量合理化の下では, とくに雇用問題が出てくると交渉的機能すら
十分に発揮できなくなり,組合員の組合離れに拍車がかかる。鉄鋼労連などの
調査結果は, まさにこのような鉄鋼労働運動の縮図を示すものといえよう。
戦後50年の視点から鉄鋼労働運動を俯取 した場合,今日の組合運動の危機
をもたらした一方の旗手である「労働組合主義」とは何であったか,を総括し
なければなるまい。
「労働組合主義」の源流である「盟友会」が会社の手によって育成されたこ
と,そしてその後もこれらのインフォーマル組織には種々の支援が会社からな
され,それをバックに影響力を拡大し鉄鋼労連の主導権を握っていく。そうし
たプロセスが歴史的に浮かび上がってくるのである。これは, まさに会社の介
人によって労働組合が乗っ取られていく構図に他ならない。50年代から60年
代後半にかけてそれが進行する。その時期は, まさに鉄鋼労働運動の,また鉄
鋼労使関係の転換期であったのである。
こうしたプロセスは,「外部からの介入を排」し,「組合の自主性を確保する」
という「労働組合主義」のそもそもの理念に反する。このような企業の庇護の
下では,企業内にあって経営の暴走をチェックすることもできないし,組合員
にとっての防波堤や「駆け込み寺」になることもできないことは日に見えてい
るといえよう。
鉄鋼企業が,本当に基幹産業としての意識と使命感を有し,日本の経済社会,
日本型システムのあり方に責任をもっていると自負するならば,企業内や社会
的なチェック機能の破壊活動を反省し,中止しなければなるまい。組合運動ヘ
の介入 。干渉, とりわけ批判グループに対する攻撃は目に余るものがあり,明
らかに憲法に反するものである。
工場の間前で憲法が立ちすくんでしまってはなるまい。「せめて,公職選挙
法なみの選挙を実施せよ」。これが,これが,真摯な組合員の切実な声であろう。
本来,労働組合は憲法に基づ く団結権を前提として組織された「社会の公器」
としての側面をもっている。これまでにみてきたような組合運動への会社の介
入 。干渉は, まさに社会への挑戦であるといわなければなるまい。
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鉄鋼経営の困難な状況下にあって,少数派 (左派)の活動が活発にみられる
職場では,組合機能の低下が一定程度セープされていることが,鉄鋼労連の調
査 (鉄鋼労連・労働調査協議会編 [1980])でも示されていた。(123)その背景に
は,少数派 (左派)による粘り強い職場改善 。組合民主化の活動があるとみら
れる。吉崎俊一・山村信吾編 [1980]には,人権侵害・不当差別廃止の闘いや
種々の政策ビラ・職場新聞の発行などの状況がリアルに描かれている。(124)
東欧・ソ連社会主義の崩壊により,今や,企業内において,「共産主義」の
脅威をふりかざしての「アカ」攻撃は,その大義名分が失われているといって
よい。むしろ,労働組合の崩壊をどう防ぎ, どのように再生させ,今日,果た
すべき機能を担わせていくかが資本にとっても課題となっているのではなかろ
うか。
資本主義が完全無欠のシステムではなく,市場原理だけではカバーできない
問題が拡大している今日,そうした問題を社会的に提起する役割を労働組合は
期待されている。さらに,政。官・財の癒着が日本型システムの機能をマヒさ
せ,企業不祥事や経営 トップの暴走が経営危機,金融危機などをもたらしてい
る今日,「企業経営に自己規律を保たせるためにチェック役」を労働組合が果
たしていく必要が高まっている。(125)労働組合の民主的再生が, 日本社会にと
っても, また日本企業にとっても不可欠な課題になっているといえよう。
(123)日本鋼管京浜労組の活動について,次のような指摘がみられる。
「鋼管京浜の場合は従来から支部における要員問題へのとりくみが定着しているとこ
ろであり,職場討議が緊迫した雰囲気のなかで繰 り返された。要員の点検をはじめ配
転,移籍,就労斡旋など細部にわたる条件がきびしく追求され,連合会や単組本部の
対処方針はこうした支部からの意見によって補強された。」(鉄鋼労連・労働調査協議会
編 [1980]前掲書,93ページ)
(124)吉崎俊―・山村信吾編 [1980]前掲書,165～181ページ。
(125)II本経済新聞 [1995.9.17]。
